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1970年代後半以降， 人間行動を地震学的
な側面から分析・検討しようとする論文の地
加が著しい。ここではそうした諸研究の内，
個人もしくはt世帯を単位とする行動を対象と
し，消費者行動，居住地移動，通勤，社会文
化的行動に関するものを収録した。自然災害
のパーセプション，そして，工場立地 ・農業
経営などへ向けての行動科学的立場よりの諸
研究は含まれていない。目録はいずれも，比
較的入手しやすい雑誌等から選んだもので，
実際にはまだ，かなり多くの論文がある。ま
た，雑誌論文の中でもまだ確認していないも
のもあると思われる。社会学，都市計画学，
心理学者によって書かれた論文もここには含
まれているけれども，それらの諸分野の主要
な雑誌等に掲載されているものについてはい
くつかの例外を除き取りあげていない。
人間行動に関する研究は学際的傾向がとり
わけ強く，地理学においてもこう した諸分野
との交流なしでは研究を進められないのが現
状である。現在，諸科学との交流の中で，地
理学の中の一分野が形成されつつあるともい
えよう。しかし，諸科学からの影響の強弱は
一様ではなく，例えばMacllennan,D. and N. 
J. Willians (1980）などのように経済学を基礎
とする立場からの報告もあるが，全体として
みれば社会学，経済学は相対的に後退した位
置にある。
ところで，地理学においての行動論の研究
方法の発展をみるのに好都合な文献としては，
Cox, K. R. and R. G. Colledge (eds.) (1969) 
およびColledge,R. G. and G. Rushton (eds.) 
(1976）があげられよう。さらに，Hagerstrand,
T. (I 973), Pred, A. (1969), Klingbeil, D. 
(1980）などが参考になろう。そして，これま
で推進されてきた諸研究の方法論に対する批
判的見解の代表的なものとしてはRieser,R. 
(1973), Bunting, T. E. and L. Guelke (1979）な
どがある。
アメリカ合衆国，イギリス，スウェーデン
以外でもこうした分野の研究が展開されつつ
あり，西ドイツについてはその一部を収録し
たけれども，フランスに関しては取り上げら
れていない。また，邦人の論文も取り上げて
いないが，江沢譲爾（Esawa)(1954）は消費
者行動の重要な文献と恩われるので収録し
た。
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